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外幅　
実寸は
64.36

許容差

二面幅

この基準寸法が
『呼び』になる.

厚さ

全長

口の深さ

呼び

スパナは、口の二面幅寸法（呼び）で大きさを表わし、
形状、寸法、二面幅寸法はJIS※によるが、JISより長さを長くしたり、
厚みを薄くして使いやすいようにしたものも作られている。
口の角度は、柄の中心線に対して約15°とJISで決められている。
この角度は狭い場所で作業できるようにつけられた。
※JIS B 4630、JIS B 1002

SFとは、炭素鋼鍛鋼品のことで、規格で定められた鍛造比を十分
かけた品物をいい、鍛造品（たたいて成形したもの）とははっきりと
区別される。工程のタは、鍛造のこと。

回転図示断面はどこに設定してもよいが、
ここでは幅が7.4mmになる位置(右端から85.22）
を選んだ。

片方だけに口を持ったものを片口スパナ、
両方に口を持ったものを両口スパナという.
また頭の形が丸形と、とがっているやり形がある.

同じ幅（当然！）

解説

照合
番号

1

品名 材料 個数 工程 記事

やり形片口スパナ 1 タ.キS F 3 9 0



⑧をかく。

O35O20

⑪をかく。

⑭をかく

⑱をかく。

O86

⑰をかく。
B' γ

E
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(1)正面図の書き方

① スパナの全長を考え、中心線をかき、原点（O)を決める。

2-5-課題6-3 やり形片口スパナのかき方機械製図

② Oを通る15°の線Aと、Aと直交する線Bを引く。

O

A

B

O

③ A線上に点Oから20離れた点（O20）を取る。

O20を中心としたR20の円弧をかく。 O20



④ A線上に点O20から5離れた点O35を取り、O35を中心とした

R35の円弧④をかく。

⑤ Ａ線と円弧④との交点をαとする。αを通りＢに平

行な線Ｃをかく。

円弧④

O20
O35

円弧④

A

B

C

α

⑥ Ｃ線上に点αから49下の点O86を取る。O86を中心

とするR86の円弧をかく。

C

α

O86

2-5-課題6-3 やり形片口スパナのかき方機械製図



⑦ O86を中心とするR(86-17)=R69の円弧Xと、

O35を中心とするR(35-17)=R18の円弧Yをかく。

⑧ XとYの交点O17を中心として、R17の円弧をかく。この

円弧の赤線部分を濃くはっきりかく。不要部分は字消

し板を使い、きれいに消す。

2-5-課題6-3 やり形片口スパナのかき方機械製図

O35

O86

X

Y

O17

X

Y

⑨ 直線Aと平行で15離れた線A'(スパナの口)を書く。

A

A'

⑩ Bに平行な33離れた線B'を書く。

B
B'



⑪ R86の弧とB'に接するR3の円弧を書く

（テンプレート使用）。不要な部分を消す。

2-5-課題6-3 やり形片口スパナのかき方機械製図

B'

円弧R86

⑫ 不要な線を消す。 ⑬ スパナの先端に接する垂直な線を引く。

⑭ 線⑬から270右に垂線Dを引く。D上に中心線から10離れた点βを取る。

D

β

A'

⑮ 円弧④と中心線の交点を通る垂線Eを引く。 ⑯ Ｅ上に中心線から15離れた点βを取る。

E

β

円弧④

E



⑰ βとγを薄い線でつなぐ。左側は円弧まで延ばす。

⑱ O35を中心とするR(35+72)の円弧Lを書く。

⑲ 線⑰に平行で72離れた線Mを書く。

⑳ LとMの交点を中心とするR72の円弧を、

円弧④と線⑰に接するようにかく。

2-5-課題6-3 やり形片口スパナのかき方機械製図

γ
β

O35

⑲M

⑱L

㉑ 不要な線を消す。

㉒ 線Dに接するR15の円弧を書く（テンプレート使

用）。

D

㉓ 円弧㉒と線⑰に接するR4の円弧を書く（テ

ンプレート使用）。

円弧㉒

線⑰

円弧④

線⑰



2-5-課題6-3 やり形片口スパナのかき方機械製図

㉔下側も同様にかく。※R36の部分に注意。⑱で72

だった部分を36に変更する。不要な部分を消す。

O35

㉕ ⑥と同様に、Ｃ線上に点αから49上の点O86を取

る。O86を中心とするR86の円弧をかく。

O86

㉖ ⑦～⑪と同様にして、下側をかき、不要な線を

消す。

㉗ 正面図完成！

（手書きの場合）ハンドル部は、あとで断面図を入れるので、薄い線のままにしておく。

㉗ ㉒㉓と同様に、下側の後端のRをかく。 下側の先端部Rの拡大図（○は接点）



(2)下面図の書き方

① 正面図に合わせて、図のように長さ12、8、7の縦線をかく。

2-5-課題6-3 やり形片口スパナのかき方機械製図

② 外形を薄くかく。

水平 傾斜

③ 下図を参考に縦線を薄くかく（○は接点）。

A B C

④ A部のかき方。角をR1の弧で丸める。



⑤ Ｂ部のかき方

(a)図を参考にR3の弧をかく。

2-5-課題6-3 やり形片口スパナのかき方機械製図

(b)線から1mmほど離して弧をかく。

B部

(c)下側も同様にかく。不要な線

を消す。

⑥ C部のかき方

角をR1の弧で丸め、それに接す

るようにR3の弧を書く。

⑦ 「30」の部分をかき、不要な線を消す。

⑧ 断面図示については、p.2解説を参照。

⑨ 寸法等記入し、完成！
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